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プ ロ セ ス を重視 したパ ブ リ ッ ク ・ス ピー
チ の 授業

Process−Oriented　Public　Speech　Class

　　塩沢泰子

（八 干代 国際大学 ）

キーワ ー ド ： パ ブ リ ッ ク ・ス ピーチ 、 プ ロ セ ス 、 総合 プ ロ ジ ェ ク ト、 Interlangvage
、

readiness

1 ，授業の 背景 、 お よび 目的

国際社会 の ボーダ
ー

レ ス 化に 伴 い
、 日本人が 英語で speak 　 out す る必 要性が 叫ば れ て い る 。 そ

れ も、単な る 自 己主張 で は な く、相手 に 分 か りや す く、論 理 的に 話す こ と が 要 求 され て い る 。

そ の ような実社会 の ニ ーズ に対 して 、 大学の 英語 の 授 業 に パ ブ リ ッ ク ・
ス ピー

チ を とりい れ る

こ とは 極 め て 妥当 と言 え よ う。

　また 、中学 、高 校 の 学霤 指 導要 領で は 、communicative 　approach が 浸透 し、　 speaking が 強 化

される ように な っ た 。 従 っ て 、 大学 に おい て 、 日常会話 の レ ベ ル か ら、自己 の 考え を表 現 す る

パ ブ リ ッ ク ・ス ピー
チ へ と高め る こ とは 、英語教育の 一

貫 生に も資す る 。

　 さ ら に 、ス ピー
チ の 授 業 は 、準 備 、発表 、評価 、と い っ た プ ロ セ ス を 重視 し、きめ細 か に 指

導 し、 総 合 的な プ ロ ジ ェ ク トとす る こ と に よ り、資料 の reading
、
　 Interlanguageであ る 学 生 の

ス ピーチ の output ，　input6i通 して 4 技能 全 て を 向上 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。

　筆者の 属す る大学 は、政治 経済学部の み の 大学で 、英語そ の もの へ の 関心 、基 礎 力 は 決 して

高 くは な い も の の 、 「対 話共 存 」 の 校 是 の 下、 1年次 よ りゼ ミ が あ り、討論 、口 頭 発表 が重 視

され て い る 。 英語 に よ る ス ピ
ー

チ は こ うい っ た 大学 の 方 針 、性格、学生 の ニ ーズ に も合致す る 。

　 しか し、実際、40−− 50人と い うク ラ ス サ イ ズ で 、パ ブ リ ッ ク ・
ス ピ

ー
チ を効果 的 に 行 な う に

は様 々 な問題 が あ り、 こ れ ま で 何 度 か 試 み て み た もの の 、中途 半端 な もの に 終 っ て い た 。 そ こ

で 今 回 は入 念 な準備 を し、学生 の motivavion や readiness を十分 高め て か ら ス ピーチ を発 表 さ せ 、

また 、 全員参加 で 評 価す る 、 と い うプ ロ セ ス を重 視 した 授 業を行な い 、満足 で きる結果 を 得 ら

れ た の で 、そ の 方法 、お よび結 果 に つ い て 報告する 。

2 ．担当クラ ス の 概況

　政治経 済学部 の 2 年 生 。 1 ク ラ ス 40〜50名 （9割が男 子 ）で 、 3 ク ラ ス に お い て 実施 。 ク ラ

ス の 名称 は英語 lu ・rvで 、 目標 は 自己裘 現 力を 高め る こ と 。 学 生 の 英語 力は 個入 差 が大 き い 。

3 ．　Procedure

　 94年度の 後期の 授業 IO週を使 っ て パ ブ リ ッ ク ・ス ピー
チ の 授 業 を 進 め た 。

Class　 1 ； ス ピ
ー

チ を扱 う意義 、授 業 の 進 め方、評価方法、等 を シ ラ バ ス を 配 っ て 説 明 。

一一・
連

の 授業、作業を
「 リ サ ーチ プ N ジ ェ ク ト」 と 銘打 っ て 、自分 が 本 当 に 興味を持 っ て い る こ と 、

調 べ た い こ とを 自由 に テ ー
マ に 選び 、調 査、研 究 に 基 づ い て 400〜500語 の ス ピー

チ原 稿 を作 る

こ とを条件と した 。 発表に 際 して は 、 プ リ ン ト、 OHP 等を 用 い て 分か りや す くする こ とを勧

め 、口 頭発表 した ス ピー
チ は、手 直 しを して ワ ープ ロ で 打 っ て 提 出す る こ とを義務づ けた 。

Class　 2 〜 4 ： ス ピ ー
チ 原稿の 書き方、　 delivery の 仕方 に つ い て 実 際 の ス ピ ー

チ コ ン テ ス トの

ビデオ 、原稿等を用 い 、詳 しく指導 。 eye 　 contact の 練 習 と して 、 正段 落程 度を暗 唱 して 、的で

deliverす る訓 練 も行 な っ た 。 授業 時間 の うち 3G分程度 をWQrk 　 shop と し、相 談 、調 査 等の 時聞

に あて た 。
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Class　 5 〜 9 ： 口 頭発表。 1class 　 hoしlrに 10入程度 ず つ 行 い 、全員 発表を ビデオ 撮 りした 。 個

々 の 発表 の 後に 教師が簡単に 日本語や英語で補 足 し、内容確認 を行 な っ た 。 聴衆 の 学 生 に は評

価 カ ー ドを配 り、発表者をcontent ，　language，　impression の 3 っ の 観 点か ら 3 段 階 評価 した 上 で

コ メ ン トを 書か せ た 。 発 表者 は 後 で 自 己 評 価 カ ー
ド （事 前 準備 に 何 を ど の くら い や っ た か な ど

を具体 的 に書き 、 自分 な りの 評 価 をす る） を提 出 。 こ れ ら聴衆 の 評価 、発表者の 自 己評価 は 教

師に よ る 評価に加 味 した 。

Class　10 ： 発表の ビデオ を 1 人工5秒程度ずつ 再生 しな が ら講評 を行 な っ た 。

4 ．結果

　 最後 の 授業で ス ピーチ に 関す る一連 の 授業の 評価 ア ン ケ
ー

トを実 施 し た 。そ の 結果 、 ス ピー

チ の 準備段 階の 授業に お い て は、ス ピーチ の 構成 、 特徴な ど に つ い て ま とめた英語 に よる講義 、

ス ピー
チ コ ン テ ス トの ビデオ を 用 い た授 業 な どが 非常 に好 評で （6 割以 上が 役に 立 っ た、な い

しは 非常 に 役 に 立 っ た、と答え た ）．、 こ うい っ た 準備段 階 の 授業に よ り、それ まで ほ とん ど日

本 語 で す ら人前 で ス ピ ー
チ した こ との なか っ た学生達 に 英 語 の ス ピ

ー
チ の イ メ

ー
ジ トレ

ー
ニ ン

グ が で きた よ う で あ っ た。

　 ス ピ ー
チ原 稿 を書 くに あた っ て の 条件 （新聞記 事 、 書物 、ア ン ケ ー ト、イ ン タ ビ ュ

ー等に 基

づ く） 、お よび長 さ （400・一一500語 ） は前 者 は 9 割以 上 、後 者 は 7 割以上 の 学生が 「妥当」 と答

え て お り、 自 己 評 価 カ
ー

ドに よ れ ば 学生 に よ りス ピーチ に か け た 時聞 、エ ネ ル ギ
ー

に は ば らつ

きが ある もの の 、 こ の 程 度 な らな ん とか こ な せ 、 ま たや りが い を感 じられ る もの が で き た よ う

で あ る 。

　 ス ピ ー
チ の 発 表 に つ い て も、 7 割 程 度 の 学 生 が 自分の 発表 、そ して 友人の 発表の 鑑賞 も 「勉

強 に な っ た 」 と して い る 。 実 際 、学生 の 発表 、お よび鑑賞態度 は きわめ て 真剣 で あ っ た。具 体

的に は 、入前 で英語 で ス ピー
チ をす る度胸が つ い た 、表現 力が つ い た、調査 する こ と に よ り、

そ の 分野 の 知識 、見 解が 広 が っ た 、自分 の 主 張 を 英語 で す る 楽 しさを 知 っ た、友 人 の 様 々 な意

見を聴 けて 面 白か っ た、等 々 非常に positive な感想 が 寄せ られた 。

　パ ブ リ ッ ク ス ピーチ を 取 り入 れ た 授業 は 英語 力だ け で な く、大学 生 で あ る 彼 らの 知 的好奇 心 、

そ し て 自己発信 して 行 くと きに 最 も必要な 自信
一一

self 　 esteem
−一

をつ ける の に 効 を奏 した 、 と言

え よ う。

5 ．今後 の 課 題

　半 年 で ス ピーチ の 準備 か ら発表 、評 価 ま で 行 な う の は か な り無 理 が あ る 。40−− 50人 の ク ラ ス

で効 果 を あげ る に は 1 年 か け る必 要 が あ ろ う。例 え ば前 期 は 1分程度 の practice　 speech 、後 期

は 3〜4分 、 と した 方が 学生 も慣れて よ り良い ス ピー
チが で きる と思 わ れ る 。

　大 クラ ス で は、ス ピーチ 発表に 時間がか か る 。 従 っ て 聴衆の 学生に い か に engage させ るか が

鍵 とな る 。単 に 評 価 や コ メ ン トを 書か せ る だ け で な く、ス ピ
ー

チ の message を 簡単 に 英語 で ま と

め させ た り、語 彙 を list　 up させ 、作文を課題 に す る 、な ど 工 夫が 必要で あ ろ う。

　今 回 は 原 稿を事前に チ ェ ッ ク し な か っ た が 、 あ らか じめ グル ープ分 け し て お い て グル ープ内

で 検討 させ るの もひ とつ の 方法 だ ろ う 。

　大 ク ラ ス で ス ピー
チ を行 な う の は大変 な反 面 、そ の 多岐 に 渡 る トピ ッ ク 、学 生の 意外 な個性

な どに 触れ る こ とが で き、 学生 も教 師 も啓 発 され る 。 今後 も改善を 重 ね 、 pre −test，post −test

な どに よ り、効果 も検 証 しな が ら大 い に ス ピー
チ の 授業 を 発展 させ て い きた い 。
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資料 1

最初 の 授業 で こ の プ リン トを配布 し、こ の プ ロ ジ ェ ク トの 目 的、今後 の プ ロ セ ス 等 を十分に 説 明す る。

　　　R 唸
・
彎 憊 a ゲ Gi新　　IP　trL

’O ．｝鯵 鯵
’
竜　　　　　　　　　English　碾 、　IV

艶 …： to　be　ableto 　convinc 洫9正y　express 　your　ideas血 Engl量sh 　oraliy 　and 　in　written 　fbrln　based　on 　in−depth

rese鋤rch．　This　prqiect　aoco 江nts 　fbr　40 ％ ofyour 　grade．

P『oce ⊂遇ure ：

  Choose　a 　theuae　you　are 　really 　c・ ncerned ・about ，　You 　can 　explore 　a　t。pic　your　seminar 　is　dealing　with ．

  鰰 麒 亘gate　it　eitler 　by　yourself　or 　in　a　group．　Your　project　has　to　includc　at　least　one 　o負he ・fbll。wing ：

A．Citation　ofbooks ，　newspapers ，magazines 　andi　joumais，

B，Questionnaire．

C．【nterview ，

D ．Dramat血ation　in　English．

  VVrite　a 　report ．　The　length　is　about 　500　words （。ne 翻 harpages  A4251hes ），　 Use　co   on 　words   d

short　sentences 　so　that　your　classmates 　caR 　understand 　your　oral 　repor 宅．　Try　to　follow　the　organization 　wri 眈 en 　below．

　　　工ntroduction

　　　Body

　　　Conclusion

  Prese賦 伽 pr（）ject　erfinay　in　class，11　order 　to　convince 　the　audience ，　you　may 　need 　to　v三sualize 　what 　you 肛 e

presenting．　 For　instance：

　　　OHP ，　VCR ，　Handout

　　　Your　prese鳳tation　will 　be　evaluated 廿om 　the　fbllow洫g　viewpo   εs．　Do　not 　just　read 　the　paper．　Practice　hard

befbrehand　untll　you　remember 　it，

　　Content： whether 　your　po血t　is　clear　or　not ．　Whether　the　organization 　is　legical　or 　not ．

　　Languagc： acceptable 　pronunciation，　rhyth皿 1，　stress ，　intonation　and 　grammar ．

　　Attitude：eye 　contact ，　body　moveme 服t，　impression，

CiaSS　schedu 塑e

week 　1．decide　grQups　and 　thernes

　　2 −4．preparation／lesson　on 　public　speakin9

　　5 −8．oral 　presentation

　　9． ovaluation ，　comment

晒eadll 服 e　o 醐 繭o 腿 遡 ； Hand 　in　yourりFped 　paper　Qne 　week 　a負er　the　evaluation ．
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資料 2

費旦
。
ese 胆舳 鹹  瓰 駐▽魏駟訊鑢  魍 互〜  宣

・
瞰 ：

一
人
一

人の 口頭発表 を、真剣 に、か つ 客観的 に 聴か

せ る 目的 で、こ の 表 を 用 い て 聴衆 に 評価 させ た。記

入 した 用 紙 は 回 収 し、教師に よ る成績評価 の 参考 と

した。また 、コ メ ン トの 内容は整理 し、講評時 に 読

み あ げた。

臨 se 麗紬 恥 輔繍 s齪鈕 ▽翻腿 鼬齟  罐   r   ・

Research 　prQject の 準備 に どの 程度努力 した か を 確

認 し、自分な りの 評価 を させ る た め に 、口頭 発 表 後、

こ の 用紙 に 自己評価 を 記入 させ た 。
こ の 記 入 内容 も

成績評価 に加味 した。

触 麟   胴 薦   蕭 「
Speaker：

Tltle：

Content　　　 A　　　B　　　C

Language　 A 　 B 　 C

Attitude 　A 　 B　 C

CO   ent ：

Your 　name ：

一 製 一 　　　　　　　
．°L圃’．，t．t°

“」

彗宀

　　　　　　　　　　 臨 s飆 rc 臨翫  jectr　Se且鑓 v 麗鰄 撫 皿 es  ranu

Name ：

Title：

Time＆ Energy　spent 　for

1．Gathering　materials

2．Wording 　the　speech

3．R．ehearsing 　the　speech

4．Vi＄ua韮zation 　for　the　presentation

5．any 　other

Comment ：

Time （hour） Energy

A 　 B 　 C

A 　 B 　 C

A 　 B　 C

A 　 B 　 C

Overal紅Grade ：　 A．　　B 　　　C
踊．　　 　　 　 r．rt・’”” ．1」　　 　 　　 　

」貿「广　　 　 一 一 邑 tww
”t一 覦 一 幽 一 罫三一 灘 腿

ヒ
難

’
　 認・

1

冨゚
翦

罷縮
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